
当社は、「お客さま本位の業務運営方針」の定着度合を客観的に評価できるようにするための成果指標（ＫＰ

Ｉ）を設定いたしましたが、２０２３年度の実績値について公表致します。 

 

１． ご契約手続きにおけるお客さまアンケート（総合満足度２０２４年４月～２０２５年３月） 

    年間平均の総合満足度は、１０段階評価において、昨年より０．２ポイントアップし、年間平均８．８

ポイントとなりました。 

    目標を９ポイントに設定して取り組みましたが、僅かに下回る結果となりました。 

   内容を精査・分析し、引き続きお客さまの安心・安全の提供に向けて取り組んでまいります。 

    また、独自のお客さまアンケートを四半期毎に取得しており、引き続きお客さまの声に真摯に取り組ん

でいきたいと思います。 

    

２． 事故対応における代理店事故対応割合（２０２４年４月～２０２５年３月） 

   自動車事故において、事故のご連絡から保険金をお支払いするまでの間の対応についてお客さまから代理

店が対応したとお答え頂いた割合（代理店事故対応割合）は、下の通りです。 

 

   事故対応件数（３４件）／事故発生件数（４４件）＝７７．３％ 

 

   保険会社のアンケート回答方法の変更に伴い、回答数が大幅に減少しています。次年度は、本アンケート

だけでなく、保険会社の事故対応部署の集計値である事故対応割合と併せて推移を把握していきたいと思い

ます。 

また、四半期毎に送付している独自アンケートにおいても、弊社の事故対応に関するお客さまの意向を把

握した上で、引き続き積極的に当社で対応してお客さまに安心・安全を提供していきたいと思います。 

  

３． お客さまへの情報提供（２０２４年４月～２０２５年３月） 

① 大鳥新聞（イキイキ通信）は、７月と１２月に発行致しました。 

② ブログは、年に１２回（毎月）更新しました。 

③ 四半期毎のニュースを４回発行致しました。 

④ ２０２３年度に新たにスタートした LINE 公式アカウントによる月１回以上の情報発信を行いました。 

     

４． 専門的知識の習得（２０２５年３月末現在） 

    損害保険トータルプランナー（日本損害保険協会認定）は２０２５年３月現在で１４名が取得。 

２０２５年度は新たに２名が大学課程のコンサルティングコースを受講中であり、引き続き専門知識の習

熟拡大を図ってまいります。 

 

５． 社会貢献活動 

２０２４年度は７月に地元の八劔八幡神社の神輿担ぎと焼きそば作りに当社社員が参加しました。また、

損害保険ジャパン社のプロ代理店組織であるＪＳＡ中核会主催の古切手回収活動及び、木更津東ロータリ

ークラブ主催のペットボトルキャップの回収活動に参画しました。また、１１月に開催されたアクアライン

マラソンのボランティアに５名が参加しました。 

２０２５年度は、ブルーベリーマラソンのボランティアを始め、地域のボランティア活動にも積極的に参

加し、社会貢献を行ってまいります。 

                                 

２０２５年６月 

株式会社大鳥ほけん 

代表取締役社長 三沢 猛 


